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周囲より少し高い場所から街を眺める 中庭としてビル利用者の居場所となる 街に面して居場所が生まれる 採光のヴォイドとして機能する 隣接するビルを立体的に繋ぐ

　余白空間である屋外避難階段が共有されることで、高層化するこれからの都市における新たな『立体入会地』としての姿を提示する。また、街区のコアが確保されることで安全な避難経路が生まれるだけではなく街区全体の建替えの敷居を下げ、新たな更新のサイクルを生む。

【立体的に街区を繋ぐこれからの入会地として都市の余白空間が活用される】
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